
菅
原
遺
真
と
「
遺
選
遊
」

谷
　
口

孝
　
介

は
じ
め
に

、
道
真
と
『
荘
子
』

　
日
本
文
学
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
老
荘
思
想
を
契
機
と
し
て
作
品
が
発
想

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
存
す
る
。
し
か

し
、
古
代
文
学
に
お
け
る
『
荘
子
』
受
容
に
つ
い
て
は
、
中
世
以
降
の
五

山
に
お
け
る
受
容
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
に
比
べ
て
、
一

部
の
研
究
を
除
い
て
は
、
庁
言
隻
語
の
影
響
の
指
摘
に
留
ま
っ
て
い
る
う

ら
み
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
古
代
の
文
学
が
、
老
荘
隠
逸

思
想
を
趣
味
・
嗜
好
と
し
て
採
り
入
れ
て
い
る
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
こ
で
論
じ
る
菅
原
道
真
の
ば
あ
い
は
、
『
荘
子
』
の
思
想
を

自
己
の
思
想
基
盤
と
し
て
血
肉
化
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
歌
詩

作
晶
に
お
い
て
『
荘
子
』
を
重
要
な
契
機
と
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
『
荘
子
』
遭
遥
遊
篇
の
三
章
を
自
己
の

立
場
の
言
表
の
契
機
と
し
た
、
『
菅
家
文
草
』
巻
四
巻
軸
の
三
首
の
歌
詩

作
品
を
取
り
あ
げ
て
、
こ
の
作
晶
が
作
ら
れ
た
寛
平
二
（
八
九
〇
）
年
と

い
う
時
点
と
の
関
連
に
お
い
て
、
遺
真
に
と
っ
て
『
荘
子
』
は
ど
の
よ
う

な
契
機
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
。

　
菅
原
道
真
が
若
年
の
お
り
か
ら
『
荘
子
』
を
耽
読
し
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
そ
の
影
響
の
も
と
で
詩
作
を
試
み
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
歌
詩
作
品
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

句
々
に
つ
い
て
検
証
し
た
福
島
正
義
氏
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
な
か
で
も
比
較
的
早
い
時
期
の
作
品
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

此
夕
無
二
他
菜
一
、
荘
周
第
一
篇
。

H
賢
」
『
菅
家
文
草
』
巻
二
）

一
「
晩
秋
二
十
詠
・
其
九
・
灘
声

　
こ
の
詩
は
題
下
注
に
よ
る
と
、
元
慶
元
一
八
八
五
一
年
九
月
二
十
六
日
、

阿
波
守
平
氏
某
の
「
河
西
之
小
庄
」
に
お
い
て
、
「
清
談
之
間
」
に
作
ら

れ
た
二
十
題
連
作
の
速
詠
詩
の
一
首
で
あ
る
。
こ
の
即
境
的
で
あ
ま
り
飾

る
こ
と
の
な
い
詠
作
の
尾
聯
に
お
い
て
、
「
我
性
」
の
お
の
ず
か
ら
な
る

「
業
」
と
し
て
「
荘
周
第
一
篇
」
つ
ま
り
『
荘
子
』
巻
頭
の
「
遭
遥
遊
」
篇
が

あ
る
こ
と
を
明
確
に
言
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
荘
子
』
遭
遥
遊
篇
が

遣
真
が
衷
心
よ
り
傾
倒
し
て
い
る
愛
読
書
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
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よ
う
。

　
遣
真
の
『
荘
子
』
引
用
の
種
々
相
は
福
島
氏
の
前
掲
著
書
に
詳
し
い
が
、

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
点
は
、
そ
れ
ら
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
あ

る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

①
章
誕
含
レ
珠
悲
二
老
蛙
一
、
荘
周
委
レ
娩
泣
一
一
寒
蝉
一
。
一
「
夢
二
阿
満
一
岸
べ
」

　
巻
二
一

②
海
中
不
レ
繋
舟
、
東
西
南
北
流
。
一
中
略
一
老
泣
雛
二
哀
姉
、
虚
舟
似
二
放

　
遊
一
。
（
中
絡
）
冒
進
者
如
レ
此
、
虚
心
者
自
由
。
始
終
雄
レ
不
レ
一
、
請

　
我
学
二
荘
周
一
。
一
「
舟
行
五
事
・
其
四
　
轟
①
と
巻
三
）

③
海
水
三
翻
花
百
種
、
形
骸
外
事
惣
忘
レ
言
。
一
「
近
院
山
水
障
子
詩

　
六
首
・
其
四
・
山
屋
晩
眺
　
紅
覇
」
巻
六
一

④
遇
レ
境
虚
生
レ
自
、
遊
談
暗
入
レ
玄
。
老
君
垂
レ
述
淡
、
荘
嬰
処
レ
身
偏
。

　
性
莫
レ
乖
一
一
常
遺
一
、
宗
当
レ
任
白
然
一
。
般
勤
斉
物
論
、
治
恰
寓
言
篇
。

　
一
「
叙
意
一
百
韻
　
紅
O
。
紅
」
後
集
一

⑤
此
時
傲
吏
思
二
荘
嬰
一
、
随
レ
処
空
王
事
一
一
尺
迦
一
。
一
「
官
舎
幽
趣
　
㎝
薫
」

　
後
集
一

　
①
は
ふ
た
り
の
息
子
を
相
次
い
で
天
折
さ
せ
た
嘆
き
を
い
う
。
②
は
讃

岐
守
在
任
中
の
作
で
人
間
社
会
の
現
実
的
な
欲
得
に
接
し
て
か
え
っ
て

『
荘
子
』
の
世
界
に
回
帰
す
る
心
性
を
い
う
。
③
は
右
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ

て
厳
し
さ
を
増
す
政
治
的
環
境
の
な
か
で
「
苦
悩
す
る
遺
真
の
感
慨
の
投

　
一
2
）

影
」
す
る
作
で
あ
る
。
④
⑤
は
い
ず
れ
も
大
宰
府
調
居
で
の
や
る
せ
な
い

心
境
の
な
か
で
、
し
い
て
幽
憤
の
情
を
押
さ
え
る
か
の
よ
う
に
『
荘
子
』

の
境
地
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
れ
ら
の
例
の
い
く
つ
か
に

は
、
金
子
彦
二
郎
氏
の
い
う
よ
う
に
、
道
真
歌
詩
作
晶
の
「
老
荘
的
詩

材
・
詩
想
」
が
『
自
氏
文
集
』
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
一
3
）

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
い
ま
挙
げ
た
例
の
い
ず
れ
も
が
あ
る
種
の

精
神
の
高
揚
を
言
い
表
す
お
り
に
『
荘
子
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
『
荘
子
』
が
遣
真
に
と
っ
て
自
己
の
詩
作
に
特
別
の
契
機
を
与
え
る

書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
か
で
も
寛
平
二
（
八
九
〇
）
年
、
讃
岐
国
か
ら
帰
京
後
に
作
ら
れ
た

『
荘
子
』
追
遥
遊
篇
の
冒
璽
二
章
を
釈
し
た
、
各
十
六
旬
か
ら
な
る
五
言

排
律
三
首
の
連
作
は
、
遣
真
の
『
荘
子
』
理
解
の
深
度
を
知
る
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
作
品
で
あ
る
。
し
か
も
ア
」
の
作
晶
で
遺
真
は
『
荘
子
』
に
依
拠
し

つ
つ
自
己
の
理
想
的
な
政
治
上
の
立
場
を
も
表
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
首
連
作
に
は
総
題
が
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
「
追

遥
遊
」
詩
と
仮
称
し
て
お
く
。

二
、
「
追
遥
遊
」
詩
と

『
荘
子
』
成
玄
英
疏

　
「
追
遥
遊
」
詩
三
首
に
は
こ
の
三
首
を
取
り
ま
と
め
る
次
の
よ
う
な
道
真

自
身
に
よ
る
前
文
が
置
か
れ
て
い
る
。

予
罷
レ
秩
帰
レ
京
、
已
為
二
閑
客
一
。
玄
談
之
外
、
無
二
物
形
一
レ
言
。
故

釈
二
遭
遥
一
篇
之
三
章
一
、
且
題
二
格
律
互
言
之
八
韻
一
。
且
叙
二
義
理
一
、

附
二
之
題
脚
一
。
其
措
詞
用
韻
、
皆
拠
二
成
文
一
。
若
有
一
暗
レ
之
者
一
、

呆
一
篇
疏
一
決
レ
之
。

こ
こ
で
は
こ
の
三
首
の
詩
の
措
辞
や
用
韻
が
「
追
遥
一
篇
之
三
章
」
に
拠
っ
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て
い
る
こ
と
を
言
っ
た
う
え
で
、
「
若
し
こ
れ
に
暗
き
者
あ
ら
ば
、
篇
疏

を
見
て
こ
れ
を
決
せ
よ
」
と
、
「
追
遥
遊
」
詩
の
根
拠
が
『
荘
子
』
成
玄

英
疏
に
あ
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
ま
ず
こ
の
点
に
注
目
し

た
い
と
考
え
る
。

　
当
時
の
『
荘
子
』
の
代
表
的
注
釈
書
と
し
て
は
、
そ
れ
自
身
独
自
の
哲

学
体
系
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
晋
郭
象
の
「
荘
子
注
」
と
、
そ
の
も
っ

と
も
忠
実
な
継
承
者
と
い
わ
れ
る
初
唐
の
道
士
成
玄
英
の
「
荘
子
疏
」
と

が
存
す
る
。
藤
原
佐
世
撰
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
（
道
家
）
に
は
現
伝

し
な
い
も
の
も
含
め
て
種
々
の
『
荘
子
』
注
釈
書
が
二
十
一
部
著
録
さ
れ

て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
こ
に
は
「
荘
子
三
十
三
［
郭
象
注
］
」
、
「
荘

子
疏
十
［
西
華
寺
法
師
成
英
撰
］
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
録
さ
れ
て
お
り
、
す
こ

し
後
の
具
平
親
王
撰
の
『
弘
決
外
典
抄
』
に
お
い
て
も
『
荘
子
』
の
注
釈
書

と
し
て
は
、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
と
を
使
用
し
て
い
る
7
」
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
明
治
三
十
七
一
一
九
〇
四
）
年
刊
行

の
島
田
翰
『
古
文
旧
書
考
』
一
巻
一
・
南
華
真
経
注
疏
解
経
三
士
二
巻
一
が

唐
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
刊
行
の
歴
史
を
述
べ
る
な
か
で
、
「
於
レ
是
有
下

併
象
之
注
本
一
為
二
十
巻
一
者
止
。
又
有
下
合
二
玄
英
義
疏
一
為
二
十
二
巻
一
者
土
。

然
是
時
疏
与
レ
注
未
一
一
合
併
一
也
。
至
レ
宋
始
有
二
注
疏
蒼
本
一
」
と
い
う
よ
う

に
、
今
日
見
ら
れ
る
注
と
疏
と
が
含
体
し
た
注
疏
蒼
本
の
形
態
と
な
っ
た

の
は
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
平
安
初
期
に

あ
っ
て
は
、
『
荘
子
』
の
注
釈
書
は
い
ず
れ
も
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

に
あ
る
よ
う
に
単
注
本
、
単
疏
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
道
真
は
こ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
あ
え
て
意
識
的
に
成
玄
英
疏
を
選
択
し
て
『
荘
子
』

を
読
ん
で
い
た
こ
と
と
な
り
、
前
文
の
「
篇
疏
を
見
て
こ
れ
を
決
せ
よ
」

は
、
こ
の
歌
詩
作
晶
の
理
解
に
は
成
玄
英
疏
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
7
」
と

を
言
明
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
節
で
は
道
真
の
「
遭
遥
遊
」
詩
三
首
が
、
「
其
措
詞
用
韻
、

皆
拠
二
成
文
一
」
一
前
文
一
と
い
う
よ
う
に
、
成
玄
英
疏
の
措
辞
に
拠
っ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
様
相
を
、
郭
象
注
と
比
較
対
照
し
つ
つ
具
体
的
に
検
証

し
て
お
く
。

　
「
追
遥
遊
」
詩
三
首
に
は
「
且
叙
二
義
理
一
、
附
二
之
題
脚
一
」
一
前
文
一
と
い

う
よ
う
に
、
各
詩
の
題
下
に
「
述
日
」
と
し
て
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
箇
所
も
成
玄
英
疏
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
わ
せ
て
掲
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

北
漠
章
。
［
述
日
、
鰯
為
二
鵬
鳥
一
、
自
レ
北
狙
レ
南
。
蝿
扇

咲
二
其
宏
犬
一
。
自
得
之
場
難
レ
異
、
追
遥
之
遺
惟
同
。
唯
此
章
、

挙
レ
鳩
略
、
而
挙
レ
蝸
詳
。
明
鯛
麓
而
鵬
密
。
故
偏
発
二
鵬
蝸
二

　
　
虫
之
性
一
、

挙
小
将
均
大

惟
鵬
自
対
鯛

海
鱗
波
森
森

泥
蜆
景
蒲
講

b変
仙
談
同
日

ド
ー
　
　
　
　
h
u
I

形
容
類
各
雷

無
時
頻
決
起

有
処
積
扶
揺

控
地
楡
椀
蟹

垂
天
羽
翼
調

に肋労
空
半
歳

逸
楽
不
終
朝

遂
終
二
小
犬
一
致
之
篇
一
。
］

小
を
挙
げ
て
将
に
大
に
均
し
く
せ
ん
と
す
、

惟
れ
鵬
自
ら
蝸
に
対
す
。

海
鱗
波
廠
廠
た
り
、

泥
娩
景
粛
粛
た
り
。

変
化
同
日
に
談
ず
、

形
容
各
霧
に
類
す
。

時
と
な
く
頻
り
に
決
起
す
、

扶
揺
を
積
む
に
処
あ
り
。

地
に
控
げ
ら
れ
て
楡
栃
に
鐙
ぶ
、

天
に
垂
り
て
羽
翼
を
調
う
。

肋
労
は
空
し
く
半
歳
な
り
、

逸
楽
は
朝
を
終
え
ず
。
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野
馬
吹
相
息

g班
鳩
咲
共
婚

適
性
同
遭
遥

野
馬
吹
き
て
相
息
う
、

班
鳩
咲
い
て
共
に
婚
る
。

二
虫
趣
を
異
と
す
と
離
も
、

性
に
適
い
て
同
し
く
追
遥
す
。

小
知
章
。
［
述
日
、
鐵
り
仙
、
大
智
也
。
五
等

殊
レ
方
、
諸
侯
就
レ
事
、
小
智
也
。
冥
霊
在
レ
楚
、
彰
祖
仕
レ
周
、
大

年
也
。
聴
蜻
夏
生
、
朝
菌
暮
死
、
小
年
也
。
然
而
物
安
－
天
牲
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

理
任
二
自
然
一
、
羨
欲
累
絶
、
遭
遥
道
成
。
唯
有
ド
脅

　
　
襯
「
訓
碧
筒
。

　
　
未
レ
若
無
レ
功
之
神
、
無
レ
名
之
聖
、
能
駅
二
六
気
一
、
遠
遊
一
」
無
窮
一
、

　
　
迫
遥
之
智
足
突
、
無
レ
待
之
心
適
焉
。
故
遍
挙
二
小
大
之
性
一
、

　
　
説
以
二
神
聖
之
遊
一
。
此
章
更
載
二
大
椿
花
葉
之
長
年
、
尺
鵜
鯛

　
　
鵬
之
遊
放
一
、
義
為
二
重
畳
一
、
略
而
不
レ
取
也
。
］

知
分
明
又
闇
　
　
知
は
分
か
る
明
な
る
と
又
闇
き
と
、

珀
短
髄
憎
　
　
年
は
定
ま
る
短
く
し
て
能
く
脩
し
。

m内
外
先
双
遣

追
遥
便
一
遊

n曹
后
不
知
秋

勤
節
冥
霊
老

浮
生
日
及
休

　
　
　
に

共
歎
相
企
尚

多
恐
暫
拘
留

　
　
　
P

有
待
何
称
善

内
外
先
ず
双
な
が
ら
遣
ら
ば
、

遭
遥
便
ち
一
遊
な
ら
ん
。

尭
臣
は
猶
お
夏
を
歴
た
り
、

曹
后
は
秋
を
知
ら
ず
。

勤
節
冥
霊
老
い
た
り
、

浮
生
日
及
休
す
。

共
に
暫
ず
ら
く
は
相
企
尚
す
る
一
」
と
を
、

多
く
恐
る
ら
く
は
暫
く
拘
留
す
る
こ
と
を
。

待
つ
こ
と
あ
る
は
何
ぞ
善
と
称
せ
ん
、

無
為
我
道
周

q列
子
御
風
憂

好
是
無
名
客

荘
荘
六
気
幽

無
為
に
し
て
我
周
し
と
道
わ
ん
。

栄
公
禄
を
干
む
る
こ
と
を
笑
う
、

列
子
風
に
御
せ
ら
る
る
を
憂
う
。

好
し
是
れ
無
名
の
客
、

荘
荘
と
し
て
六
気
幽
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

尭
譲
章
。
［
述
日
、
棄
帝
挙
二
炬
火
浸
灌
之
楡
一
、
将
レ
譲
二
天
下
於

許
由
一
。
許
由
説
二
鶴
鶏
偲
鼠
之
心
一
、
更
帰
二
尭
帝
於
天
下
一
。

s
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

聖
斜
者
、
性
命
雛
レ
殊
、
謝
扇
青
山
、
遭
遥
尚
一
。
故
叙
尭

許
之
有
一
レ
情
、
明
二
優
遊
之
無
こ
別
也
。
］

推
賢
尭
授
手

寄
身
許
暫
顔

u四
淘
君
功
犬

孤
雲
我
性
閑

X閲
川
清
石
水

箕
嶺
老
松
山

　
　
y

送
日
魂
剣
足

臨
煙
華
戸
開

既
知
戸
祝
用

誰
為
実
賓
煩

鳳
暦
何
無
主

龍
飛
欲
早
還

鶴
鵜
従
取
楽

浸
灌
莫
辛
蝦

向
背
優
遊
去

賢
を
推
し
て
尭
手
を
授
く
、

身
を
寄
せ
て
許
顔
を
暫
ず
。

四
海
君
が
功
犬
な
り
、

孤
雲
我
が
性
閑
な
り
。

穎
川
は
清
石
の
水
な
り
、

箕
嶺
は
老
松
の
山
な
り
。

日
を
送
り
て
疏
食
足
り
、

煙
に
臨
み
て
華
戸
開
く
。

既
に
知
る
戸
祝
の
用
、

誰
か
為
さ
ん
実
賓
の
煩
。

鳳
暦
何
ぞ
主
な
か
ら
ん
、

龍
飛
早
く
還
ら
ん
と
す
。

鶴
鵜
楽
を
取
る
に
従
い
、

浸
灌
辛
蝦
す
る
こ
と
な
か
れ
。

向
背
し
優
遊
と
し
て
去
る
、
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形
体
一
世
間
　
　
形
体
は
一
世
の
間
。

　
こ
の
三
首
は
『
荘
子
』
一
内
篇
・
追
遥
遊
第
こ
の
巻
頭
か
ら
尭
と
許

由
と
の
間
答
の
箇
所
ま
で
を
三
章
に
分
か
っ
て
、
各
章
の
「
義
理
」
を
題

下
注
と
し
て
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
言
十
六
句
に
わ
た
る
排
律
に
詠
み
込
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
三
章
と
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
北
冥
章
」
は
『
荘
子
』

（
追
遥
遊
篇
）
冒
頭
の
「
北
冥
有
レ
魚
」
か
ら
「
之
二
虫
又
何
知
」
ま
で

の
鵬
鯛
と
蝸
鳩
と
の
対
比
を
語
る
箇
所
で
あ
り
、
「
小
知
章
」
は
つ
づ
く

「
小
知
不
レ
及
二
大
知
一
」
か
ら
「
至
人
無
レ
己
、
神
人
無
レ
功
、
聖
人
無
レ
名
」

ま
で
の
種
々
の
大
小
の
対
照
を
通
し
て
絶
対
の
境
地
を
説
く
箇
所
で
あ

り
、
「
尭
譲
章
」
は
つ
づ
く
「
尭
譲
二
天
下
於
許
由
一
日
」
か
ら
「
戸
祝
不
下

越
一
一
樽
姐
一
而
代
セ
之
突
」
ま
で
を
い
う
。

　
ま
ず
「
北
冥
章
」
に
つ
い
て
成
玄
英
疏
に
拠
る
表
現
を
見
る
。
道
真
詩

の
本
文
に
付
し
た
傍
線
部
a
e
圭
9
h
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
箇
所
に
拠
っ
て

い
る
。閂

注
】
萄
足
一
一
於
其
性
一
、
則
難
二
大
鵬
一
無
一
一
一
以
白
貴
二
於
小
鳥
一
、
小
鳥
無
レ

羨
二
於
天
池
一
、
而
栄
願
有
レ
余
実
。
故
小
大
雄
レ
殊
、
追
遥
一
也
。

用
疏
】
蝸
、
蝉
也
。
生
二
七
八
月
一
、
紫
青
色
、
一
名
蝸
瞭
。
鷺
鳩
、
鵠
鳩

　
　
　
　
　
r

也
、
即
今
之
班
鳩
是
也
。
決
、
卒
疾
之
貌
。
槍
、
集
也
。
亦
突
也
。

椀
、
檀
木
也
。
控
、
投
也
、
引
也
、
窮
也
。
雲
、
何
也
。
之
、
適
也
。

　
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

蝸
鳩
聞
下
鵬
鳥
之
弘
大
、
資
一
一
風
水
一
以
高
飛
止
、
故
嘩
彼
形
犬
而
肋

労
■
、
欣
」
我
質
小
而
逸
予
一
。
且
騰
躍
不
レ
過
■
一
数
例
一
、
突
楡
檀
一
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

栖
集
、
時
困
不
レ
到
二
前
林
一
投
レ
地
息
而
更
起
、
遡
遡
適
り
性
、
楽
在
二

其
中
一
。
何
須
時
経
二
六
月
一
、
途
二
遥
九
万
一
、
賊
渉
辛
苦
、
南
適
胡

為
。
以
レ
小
笑
レ
犬
、
春
企
自
息
而
不
二
追
遥
一
者
、
未
二
之
有
一
也
。

　
『
荘
子
』
の
同
一
本
文
に
対
す
る
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
と
を
省
略
せ
ず
に

掲
げ
た
。
注
は
該
当
す
る
『
荘
子
』
本
文
の
大
意
を
述
べ
る
の
に
対
し
て
、

疏
に
お
い
て
は
さ
ら
に
細
か
く
字
義
の
訓
詰
を
示
し
た
う
え
で
、
ほ
ぼ
逐

次
に
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
「
追
遥
遊
」
詩
が
甲
」
の
箇
所
に
お
い
て
注
に

拠
ら
ず
に
疏
の
傍
線
部
分
の
表
現
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
さ
ら
に
b
「
変
化
」
は
、
疏
の
「
故
化
レ
魚
為
レ
鳥
、
欲
レ
明
変
化
之

大
理
一
也
」
に
拠
っ
て
お
り
、
・
「
形
容
」
は
、
「
且
形
既
遷
革
、
情
亦
随

変
」
に
、
d
「
雷
」
は
、
「
凌
二
摩
雷
漠
一
、
垂
レ
陰
布
レ
影
」
に
そ
れ
ぞ
れ

拠
っ
た
表
現
で
あ
る
7
」
と
が
分
か
る
。

　
次
に
「
小
知
章
」
の
検
討
を
行
う
。
ま
ず
遣
真
詩
の
首
聯
の
対
句
1
と

O
「
企
尚
」
と
は
次
の
箇
所
に
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
。
比
較
対
照
の
た
め

に
同
一
本
文
に
対
す
る
郭
象
注
と
と
も
に
掲
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

閂
注
】
物
各
有
レ
性
、
性
各
有
レ
極
、
皆
如
一
年
知
一
、
宣
肢
尚
之
所
レ
及
哉
。

自
レ
此
已
下
至
一
子
列
子
一
、
歴
二
挙
年
知
之
犬
小
一
、
各
信
・
其
一
方
一
、

未
レ
有
レ
足
二
以
相
傾
一
者
也
。
一
下
略
）

閂
疏
】
夫
物
受
レ
気
不
レ
同
、
稟
レ
分
各
異
、
智
則
有
レ
明
有
レ
暗
、
年
則
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

短
或
周
、
故
挙
二
朝
菌
冥
霊
、
宰
官
栄
子
一
、
皆
如
二
年
知
一
、
豊
企
尚

之
所
レ
及
哉
。
故
知
物
性
不
レ
同
、
不
レ
可
一
一
強
相
希
効
一
也
。

道
真
詩
首
聯
の
対
旬
ー
は
、
注
の
「
皆
如
一
年
知
一
」
を
具
体
的
に
「
知
」

の
側
面
と
「
年
」
の
側
面
と
に
言
分
け
て
対
句
で
表
現
し
た
疏
の
1
に
拠
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
道
真
詩
の
0
「
企
尚
」
に
つ
い
て
は
、
注
の
「
肢

尚
」
と
疏
の
「
企
尚
」
と
は
こ
い
ね
が
う
と
い
う
意
で
同
義
で
あ
る
の
だ
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が
、
詩
で
は
疏
の
「
企
尚
」
の
語
形
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
つ
い
で
道
真
詩
の
第
二
聯
の
前
旬
m
も
「
定
二
乎
内
外
之
分
一
」
の
『
荘

子
』
本
文
に
対
す
る
次
の
疏
の
表
現
に
拠
っ
て
い
る
。

門
注
出
内
レ
我
而
外
レ
物
。

閂
疏
出
栄
子
知
二
内
既
非
レ
我
、
外
亦
非
一

故
於
二
内
外
之
分
一
定
而
不
レ
武
也
。

レ
物
、

内
外
双
遣
、
物
我
両
忘
、

こ
こ
で
も
道
真
詩
の
表
現
は
疏
に
拠
り
つ
つ
「
双
」
の
対
と
し
て
、
疏
の

　
　
た
が
ワ

「
不
レ
武
」
を
「
一
」
と
巧
み
に
置
き
換
え
て
言
い
表
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
題
下
注
と
詩
の
第
七
聯
と
に
お
い
て
宋
栄
子
と
列
子
と
を

対
旬
で
表
現
し
た
i
k
p
q
は
、
疏
の
宋
栄
子
に
つ
い
て
の
「
栄
子
雄
二

能
忘
一
レ
有
、
未
レ
能
レ
遣
レ
無
、
故
笑
。
宰
官
之
徒
、
滞
一
一
於
爵
禄
一
、
虚
淡

之
人
、
猶
懐
二
噛
笑
一
、
見
如
レ
是
所
二
以
不
一
レ
斉
」
や
、
列
子
に
つ
い
て
の

「
得
二
風
仙
之
遣
一
、
乗
レ
風
遊
行
、
冷
然
軽
挙
、
所
二
以
称
τ
善
也
」
な
ど

の
表
現
を
取
り
込
ん
で
巧
み
に
対
旬
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
－

「
五
等
」
は
疏
の
「
国
是
五
等
之
邦
」
に
、
n
「
歴
レ
夏
」
は
疏
の
「
歴
レ

夏
経
レ
駿
至
レ
周
」
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
。

　
最
後
に
「
尭
譲
章
」
の
検
討
に
移
る
。
題
下
注
の
r
「
炬
火
」
は
、
疏

の
「
燭
火
、
猶
二
炬
火
一
也
。
亦
小
火
也
」
に
、
同
じ
く
t
「
黄
屋
」
お
よ

び
詩
の
u
「
四
海
」
は
、
疏
の
「
許
由
寡
欲
清
廉
、
不
レ
受
二
尭
譲
一
、
故

謂
レ
尭
云
、
君
宜
下
速
還
一
一
黄
屋
一
、
帰
巾
反
紫
微
上
、
禅
譲
之
辞
、
宜
其
休

息
一
。
四
淘
之
尊
、
於
レ
我
無
レ
用
、
九
五
之
貴
、
予
何
用
為
」
に
そ
れ
ぞ

れ
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
。
さ
ら
に
詩
の
十
二
旬
目
σ
「
龍
飛
欲
早
還
一
」

も
い
ま
掲
げ
た
疏
の
表
現
に
拠
り
つ
つ
、
疏
に
見
え
る
天
子
の
位
を
表
す

「
九
五
」
を
『
易
』
一
乾
一
の
「
九
五
、
飛
龍
在
レ
天
、
利
レ
見
二
大
人
一
」

の
卦
辞
に
基
づ
い
て
「
龍
飛
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
詩
の
X
「
頴

川
」
と
「
箕
嶺
」
と
の
対
語
は
、
疏
の
「
許
由
偲
二
塞
箕
山
一
、
遭
二
遥
頼

川
一
、
腫
二
躁
栄
利
一
、
厭
二
穣
声
名
一
」
に
拠
っ
て
、
許
由
の
俗
世
か
ら
離
脱

し
た
安
息
の
場
を
表
す
。
同
じ
く
y
の
「
蕨
食
」
と
「
華
戸
」
と
の
対
語

も
疏
の
「
許
由
安
一
滋
蓬
撃
一
、
不
レ
顧
金
閣
一
、
楽
二
彼
調
倒
一
、
証
労
一
一
玉

食
一
也
」
に
拠
っ
て
、
許
由
の
清
貧
の
さ
ま
を
い
う
。

　
前
文
に
「
其
措
詞
用
韻
、
皆
拠
一
一
成
文
一
」
と
い
う
よ
う
に
、
遺
真
は
こ

の
「
追
遥
遊
」
詩
三
首
を
製
作
す
る
の
に
あ
た
っ
て
、
詩
の
表
現
の
至
る

と
こ
ろ
に
成
玄
英
疏
に
拠
る
措
辞
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
以
上
の
検
証
で

明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
道
真
は
こ
の
詩
を
作
る
の
に
『
荘
子
』

本
文
や
郭
象
注
に
拠
ら
ず
に
、
あ
え
て
意
識
的
に
成
玄
英
疏
を
選
択
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
は
節
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
と

　
遣
真
が
「
遭
遥
遊
」
詩
三
首
を
成
玄
英
疏
に
拠
っ
て
製
作
し
た
背
景
と

し
て
は
、
成
玄
英
疏
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
点
が
ま
ず
は
考
え
ら
れ
る
。

日
本
古
代
の
漠
籍
受
容
の
あ
り
か
た
は
、
い
っ
ぱ
ん
に
本
文
単
行
で
は
な

く
、
注
疏
を
伴
っ
た
形
で
受
容
さ
れ
て
い
た
。
『
養
老
令
』
の
「
学
令
」

に
は
犬
学
に
お
け
る
教
授
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
諸
経
の
公
定
注
釈
書
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
小
島
憲
之
氏
が
詳
細
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
7
」

の
「
学
令
」
の
規
定
は
必
ず
し
も
当
時
の
日
本
の
実
情
を
反
映
し
た
も
の

で
は
な
く
、
「
唐
令
」
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
論
語
』
の
ば
あ
い
、
「
学
令
」
に
規
定
の
あ
る
後
漠
の
「
鄭
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玄
注
」
は
じ
っ
さ
い
に
は
用
い
ら
れ
て
い
ず
、
魏
の
「
何
曇
集
解
」
や

「
学
令
」
に
は
規
定
を
見
な
い
梁
の
「
皇
侃
義
疏
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
↓

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
古
代
に
お
け
る
漢
籍

注
釈
書
の
利
用
の
実
態
は
、
注
よ
り
も
疏
、
さ
ら
に
は
正
義
の
類
に
拠
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
荘
子
』
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
変

わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
が
道

真
の
成
玄
英
疏
利
用
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
り
あ
え
ず
は
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
藤
原
克
己
氏
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
三
首
の
詩
は
、
「
政
治
に
参

加
す
る
こ
と
も
「
追
遥
」
で
あ
り
「
無
為
」
な
の
で
あ
る
」
と
す
る
「
郭

象
の
追
遥
一
致
思
想
の
う
ち
に
、
そ
の
精
神
の
白
由
と
安
定
の
よ
す
が
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
）

模
索
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
な
ぜ
直
裁
に
郭
象

注
を
用
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
間
が
残
る
。
わ
た
し
は
そ
の
答
え
と

し
て
疏
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
以
上
に
、
ひ
と
つ
に
は
郭
象
注
の

難
解
さ
を
そ
の
理
由
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ま
ひ
と
つ
は
よ

り
本
質
的
な
問
題
と
し
て
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
と
の
思
想
的
な
相
違
に
よ

る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
郭
注
の
難
解
さ
は
「
荘
子
の
犬
意
」
を
原
理
的
に
把
捉
し
よ
う
と
す
る

郭
象
自
身
の
注
釈
態
度
に
起
因
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
成
玄
英
が
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

是
以
荘
子
援
二
禅
譲
之
述
一
、
故
有
二
燭
火
之
談
一
。
郭
生
察
二
無
待
之

心
一
、
更
致
二
不
治
之
説
一
。
可
レ
謂
二
採
レ
微
索
レ
隠
、
了
レ
文
合
一
レ
義
、

宣
下
尋
二
其
旨
況
一
、
無
芒
所
稲
嫌
一
也
。

一
」
こ
で
成
玄
英
は
郭
象
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
、
「
微
を
採
り
隠
を
索
め
、

　
　
さ
と

文
を
了
り
義
に
合
う
と
謂
い
つ
べ
し
」
と
『
荘
子
』
本
文
の
深
意
を
探
り

出
そ
う
と
す
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
の
指
摘
は
は
る
か
後
代
の

も
の
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
儒
者
、
湯
浅
常
山
の
『
文
会
雑
記
』

に
服
部
南
郭
の
説
と
し
て
次
の
よ
う
に
昆
え
る
。

郭
象
は
中
中
こ
れ
に
て
旬
ご
と
に
解
す
る
と
云
う
や
う
な
る
下
等
の

心
に
あ
ら
ず
。
や
は
り
荘
子
を
つ
か
ま
へ
て
清
言
す
る
心
な
り
。
そ

れ
ゆ
へ
郭
象
注
に
て
、
荘
子
を
す
ま
す
と
云
う
や
う
な
る
こ
と
は
な

ら
ぬ
こ
と
也
。

こ
こ
で
も
や
は
り
郭
象
注
の
注
釈
書
と
し
て
の
独
自
の
性
格
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
「
若
し
こ
れ
に
暗
き
者
あ
ら
ば
、
篇
疏
を
見
て
叩
」
れ
を
決
せ
よ
」

と
道
真
が
前
文
で
い
う
、
『
荘
子
』
に
習
熟
し
て
い
な
い
者
が
見
る
べ
き

注
釈
書
と
し
て
は
、
郭
象
注
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
遺
真
が
成
玄
英
疏
を
用
い
た
よ
り
本
質
的
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る

郭
象
注
と
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
陶
建
国
氏
は
、
『
荘
子
』
一
追
遥

遊
篇
一
の
「
尭
譲
天
下
於
許
由
」
の
一
段
を
引
い
て
、
こ
れ
に
対
す
る
郭

象
注
の
性
格
を
、
「
向
郭
理
想
之
聖
人
、
当
レ
係
下
集
儒
家
之
「
有
為
」
与
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
）

道
家
之
「
無
為
」
一
於
一
身
上
」
と
簡
潔
に
言
い
表
し
て
い
る
。
そ
の
郭
象

の
企
図
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
戸
川
芳
郎
氏
が
次
の
よ
う
に
い
う
。

有
為
の
現
象
世
界
の
、
世
俗
の
政
治
は
、
無
為
の
「
不
治
」
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
現
実
体
と
な
り
う
る
。
無
為
の
本
体
に
よ
っ
て
秩
序
づ

け
ら
れ
な
い
、
現
実
の
個
別
（
尭
・
許
由
の
治
一
に
は
な
ん
ら
相
互

－7■



の
因
使
関
係
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
隠
遁
者
の
許
由
の
生

活
を
も
、
有
為
の
人
問
社
会
を
も
、
す
べ
て
を
お
お
う
遣
こ
そ
、
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
）

政
者
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
は
郭
象
注
と
は
、
為
政
者
の
立
場
に
立
っ
た
立
言
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
六
朝
士
犬
夫
に
お
け
る
、
「
帝
王
権
が
い
よ
い
よ
中
国
文
化
の
根
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
o
）

た
り
得
な
く
な
つ
て
き
た
」
時
代
状
況
に
即
し
た
、
い
か
に
し
て
臣
下
と

し
て
の
自
己
が
帝
王
的
存
在
で
あ
る
聖
人
た
り
う
る
か
と
い
う
、
希
求
の

し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
郭
象
の
遭
遥
一
致
・
万

物
斉
同
の
思
想
の
背
景
に
は
、
魏
晋
時
代
に
お
け
る
帝
王
の
権
威
の
失
墜

と
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
貴
族
た
ち
の
希
求
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。　
い
っ
ぽ
う
成
玄
英
疏
は
、
砂
山
稔
氏
に
よ
る
と
「
郭
象
の
政
治
思
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一

ま
た
最
も
忠
実
な
継
承
者
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
郭
象
の
よ
う
な
魏
晋
貴

族
の
持
つ
如
上
の
希
求
を
持
た
な
い
初
唐
の
道
士
で
あ
る
成
玄
葵
の
疏

は
、
そ
の
政
治
的
な
側
面
に
お
い
て
隠
微
な
形
で
ず
れ
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
そ
の
差
異
が
見
出
さ
れ
る
の
が
、
道
真
の
「
追
遥
遊
」
詩
の
第
三
首
目

「
尭
譲
章
」
が
拠
っ
て
い
る
次
の
箇
所
で
あ
る
。

円
注
】
夫
能
令
二
天
下
治
一
、
不
レ
治
二
天
下
一
者
也
。
故
尭
以
二
不
治
一
治
レ

之
、
非
二
治
レ
之
而
治
者
一
也
。
今
許
由
方
明
二
既
治
一
、
則
無
レ
所
レ
代
レ

之
。
而
治
実
由
レ
尭
、
故
有
二
子
治
之
言
一
、
宜
二
忘
レ
言
以
尋
二
其
所
一
レ

況
。
而
或
者
遂
云
、
「
治
レ
之
而
治
者
、
尭
也
。
不
レ
治
而
発
得
一
以
治
一

者
、
許
由
也
」
。
斯
失
レ
之
遠
棄
。
夫
治
レ
之
由
二
乎
不
治
一
、
為
レ
之
出
一
一

乎
無
為
一
也
、
取
二
於
発
一
而
足
、
豊
借
二
之
許
由
一
哉
。
若
レ
謂
下
洪
黙

乎
山
林
之
中
一
而
後
得
吉
称
二
無
為
一
者
、
此
荘
老
之
談
所
二
以
見
一
レ
棄
二

於
当
塗
一
。
当
塗
者
自
必
於
二
有
為
之
域
一
而
不
レ
反
者
、
斯
之
由
也
。

閂
疏
】
治
、
謂
レ
理
也
。
既
、
尽
也
。
言
尭
治
一
一
天
下
一
、
久
以
昇
平
、
四

海
八
荒
、
尽
皆
清
識
、
何
労
レ
譲
レ
我
、
遇
為
二
辞
費
一
。
然
親
二
荘
文
一

則
距
レ
尭
而
推
レ
許
、
尋
二
郭
注
一
乃
劣
レ
許
而
優
レ
尭
者
、
何
耶
。
欲
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

明
二
放
助
一
尭
の
字
一
大
聖
、
伸
武
一
許
由
の
字
一
大
賢
、
賢
聖
二

塗
、
相
去
遠
一
突
。
故
尭
負
二
凄
扮
陽
一
而
喪
二
天
下
一
、
許
由
不
レ
夷
二

其
俗
一
而
独
二
立
高
山
一
、
円
照
偏
溺
、
断
可
レ
知
突
。
是
以
荘
子
援
二
禅

譲
之
述
一
、
故
有
二
燭
火
之
談
一
。
郭
生
察
二
無
待
之
心
一
、
更
致
一
一
不
冶

之
説
一
。
可
レ
謂
二
採
レ
微
索
レ
隠
、
了
レ
文
含
丁
義
、
宣
下
尋
二
其
冒
況
一
、

無
上
レ
所
二
梢
嫌
一
也
。

い
ま
掲
げ
た
箇
所
は
、
『
荘
子
』
本
文
に
お
け
る
、
尭
が
許
由
に
天
下
を

譲
る
意
思
を
示
し
た
の
に
対
す
る
許
由
の
発
言
、
「
子
治
二
天
下
一
、
天
下
既

已
治
也
」
に
つ
い
て
の
注
と
疏
と
で
あ
る
。
こ
の
注
に
お
い
て
は
、
関
正

郎
氏
が
「
治
め
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
、
熱
闇
の
地
を
去
り
山
林
の

中
に
隠
棲
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
塵
簑
に
在
っ
て
煩
わ
さ
れ
ず
静
識
を
保

つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
郭
象
は
老
荘
に
つ
い
て
の
一
般
的
評
価
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
一

の
逃
避
性
を
か
く
の
如
く
転
換
す
る
」
と
解
説
す
る
と
お
り
、
尭
の
立
場

に
立
っ
て
、
「
当
塗
者
」
つ
ま
り
は
為
政
者
の
理
想
的
な
あ
り
方
を
説
い

て
い
る
。
そ
の
『
荘
子
』
本
文
と
郭
象
注
と
の
逆
転
を
成
玄
英
は
、
「
然

親
二
荘
文
一
則
賭
レ
尭
而
推
レ
許
、
尋
二
郭
注
一
乃
劣
レ
許
而
優
レ
尭
者
、
何
耶
」

と
問
題
と
す
る
。
こ
れ
に
対
す
る
成
疏
の
立
場
は
、
尭
を
「
大
聖
」
、
許

由
を
「
大
賢
」
と
し
て
、
「
賢
聖
二
塗
、
相
去
る
こ
と
遠
き
を
明
ら
か
に

■8■



せ
ん
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
道
真
は
「
尭
譲
章
」
に
お
い
て
、
傍
線
部
分
S
に
見
る
よ
う
に
こ
の
成

疏
の
立
場
に
拠
っ
て
お
り
、
聖
人
と
賢
者
と
の
明
確
な
区
別
を
前
提
と
し

て
い
る
。
し
か
も
三
首
の
う
ち
一
」
の
作
品
の
み
が
、
第
二
聯
に
「
四
海
君

功
大
、
孤
雲
我
性
閑
」
と
あ
る
よ
う
に
、
許
由
の
立
場
に
立
っ
て
の
詩
作

に
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
遺
真
は
、
君

主
を
大
聖
と
し
、
自
己
を
そ
れ
を
輔
翼
す
る
賢
者
に
見
立
て
て
、
聖
人
に

よ
る
賢
者
を
用
い
る
用
賢
政
治
の
理
想
像
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
用
賢
政
治
の
理
想
的
な
あ
り
方
を
、
遺
真
は
「
尭
譲
章
」
の
題
下
注
に

お
い
て
、
「
故
叙
二
尭
許
之
有
一
レ
情
、
明
優
遊
之
無
一
レ
別
也
」
と
述
べ
、

詩
で
は
結
聯
に
お
い
て
、
「
向
背
優
遊
去
、
形
体
一
世
間
」
と
詠
む
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
成
疏
の
「
帝
尭
禅
譲
、
不
レ
治
二
天
下
一
、
許
由
亦
不
下
去
二
彼

山
林
一
、
就
巾
荻
帝
位
上
。
故
注
云
、
帝
尭
許
由
各
静
二
於
所
一
レ
遇
也
已
」
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
疏
が
引
く
注

の
「
静
一
於
所
一
レ
遇
」
と
い
う
表
現
を
、
『
荘
子
』
お
よ
び
注
疏
に
見
え
な

い
「
優
遊
」
と
い
う
語
に
置
き
換
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
優
遊
」
は
『
毛

詩
』
一
大
雅
・
巻
阿
一
の
「
伴
築
爾
澁
実
、
優
涛
爾
休
実
」
に
出
る
語
で
、

こ
の
二
旬
に
つ
い
て
鄭
玄
注
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

伴
奥
、
自
縦
弛
之
意
也
。
賢
者
既
来
、
王
以
二
才
官
一
秩
レ
之
。
各
任
二

其
職
一
。
女
則
得
レ
伴
奥
而
優
遊
自
休
息
也
。
孔
子
日
、
無
為
而
治
者
、

其
舜
也
与
。
恭
レ
己
正
南
面
已
。
言
任
レ
賢
故
逸
也
。

こ
の
鄭
玄
注
に
引
か
れ
て
い
る
『
論
語
』

一
衛
霊
公
篇
一
の
一
章
に
つ
い

て
、
楠
山
春
樹
氏
は
「
そ
一
」
に
い
う
無
為
と
は
本
来
的
に
は
任
官
に
人
を

得
た
と
い
う
舜
に
対
す
る
賛
辞
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
蛛
で
は
明
自
な
儒
家

　
　
　
一
H
一

言
で
あ
る
」
と
言
う
。
鄭
玄
は
『
論
語
』
の
こ
の
一
章
を
こ
の
意
味
に
解

し
て
「
巻
阿
」
の
注
と
し
て
引
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
優
遊
」
と
は
儒
教
の
徳
治
政
治
の
理
想
的
な
様
態
を
い
う
語
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
語
は
、
魏
何
曇
「
景
福
殿
賦
」
一
『
文
選
』
巻

十
こ
の
「
莫
レ
不
二
優
涛
以
白
得
一
、
故
淡
泊
而
無
レ
所
レ
思
。
歴
二
列
辞
一

而
論
レ
功
、
無
二
今
日
之
至
治
一
」
に
見
え
る
よ
う
に
、
理
想
的
な
治
世
に

お
け
る
人
び
と
の
満
ち
足
り
た
心
性
を
も
言
い
表
し
、
盛
唐
李
自
「
東
武

吟
」
の
「
清
切
紫
雷
適
、
優
遊
丹
禁
通
」
な
ど
で
は
、
理
想
的
な
君
主
に

仕
え
る
臣
下
の
さ
ま
を
言
う
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
遺
真
詩
に
お
い
て
は
、
君
主
で
あ
る
「
聖
人
」
と

臣
下
と
し
て
の
「
賢
者
」
と
の
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
十
分
に
能
力
が
発
揮
で

き
る
状
態
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
結
旬
の
「
形
体
一
世
間
」
は
、
『
潅
南

子
』
一
本
経
訓
一
の
「
聖
人
者
由
レ
近
知
レ
遠
而
万
殊
為
レ
一
。
古
之
人
同
二

気
千
天
地
一
、
与
二
一
世
一
而
優
潴
」
や
晋
稚
康
「
与
二
山
巨
源
一
絶
レ
交
書
」

（
『
文
選
』
巻
四
士
二
）
の
「
与
二
一
世
一
同
二
其
波
流
一
、
而
悔
吝
不
レ
生
」

な
ど
の
「
与
二
一
世
一
」
の
用
法
を
参
照
す
る
と
、
理
想
的
な
世
の
中
に
お

い
て
は
作
為
を
せ
ず
に
時
勢
に
身
を
委
せ
る
ま
ま
で
よ
い
と
言
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
道
真
は
こ
の
時
点
で
の
立
場
上
、
「
閑
客
」
の
「
玄
談
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
り
な
が
ら
も
、
結
聯
に
お
い
て
は
し
な
く
も
儒
教

的
徳
治
政
治
に
お
け
る
用
賢
政
治
の
理
想
像
を
「
儒
家
言
」
を
も
っ
て
詠

じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
追
遥
遊
」
詩
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
晶
と
し
て
、
寛
平
二
（
八
九
〇
）

年
閏
九
月
十
二
日
の
「
未
レ
旦
求
レ
衣
賦
一
首
　
胃
①
」
一
『
菅
家
文
草
』
巻
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七
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
宇
多
天
皇
の
求
め
に
応
じ
た
作
品
で
、
そ
の
序
の

な
か
に
勅
を
引
い
て
、
「
未
レ
旦
求
レ
衣
、
欲
レ
陳
二
人
主
思
レ
政
之
遺
一
」
と

あ
る
よ
う
に
、
君
主
が
夜
明
け
前
か
ら
政
務
に
励
む
姿
勢
を
主
題
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
賦
の
な
か
に
も
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
え
る
。

審
レ
裳
以
レ
礼
、
悦
二
其
松
柏
有
；
心
。
引
二
領
於
賢
一
、
賎
二
彼
珠
玉
無
一
レ

脛
。
知
レ
人
則
哲
、
従
レ
諌
惟
聖
。

こ
こ
に
お
い
て
も
君
主
の
理
想
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
貞
心
を
も
っ
て
諌

言
を
行
う
賢
者
を
用
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
お
り
道
真
は
、
序
に
「
臣

遺
真
、
南
郡
罷
レ
官
、
北
關
通
レ
籍
。
添
随
二
犬
夫
登
レ
高
之
後
一
、
敢
上
二
小

子
狂
簡
之
章
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
讃
岐
国
か
ら
帰
京
し
て
次
の
任
官
を

待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
作
晶
は
宮
中
に
お
い
て
「
感
動

　
　
　
　
　
　
　
　
竈
｝

を
詩
や
文
に
託
し
て
表
現
」
す
べ
き
「
犬
夫
」
の
立
場
で
作
ら
れ
た
も
の

な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
に
遣
真
は
「
犬
夫
」
と
し
て
は
「
未
レ

旦
求
レ
衣
賦
」
に
お
い
て
、
「
閑
客
」
と
し
て
は
「
遭
遥
遊
」
詩
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
政
見
を
言
表
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
閑
客
の
玄
談

　
最
後
に
「
迫
遥
遊
」
詩
三
首
が
こ
の
時
期
に
前
文
の
「
閑
客
」
と
い
う

自
己
規
定
の
も
と
で
作
ら
れ
、
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
四
の
樟
尾
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
意
味
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　
「
追
遥
遊
」
詩
三
首
が
置
か
れ
て
い
る
『
菅
家
文
草
』
巻
四
の
終
末
箇
所

の
士
二
首
は
、
「
春
日
感
二
故
右
丞
相
旧
宅
一
竃
ω
」
の
題
下
注
に
「
自
レ
此

以
下
士
二
首
、
罷
レ
秩
帰
レ
京
之
作
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寛
平
二
（
八
九
〇
）

年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
、
讃
岐
守
の
任
期
を
終
え
て
次
の
任
官
を
待

つ
間
の
作
で
あ
る
。
「
書
レ
懐
率
皇
諸
詩
友
一
ω
ミ
」
の
題
下
注
に
も
「
予

州
秩
已
満
、
被
レ
符
在
レ
京
。
分
付
之
間
、
不
レ
接
一
朝
士
一
、
故
作
レ
之
」
と

あ
る
よ
う
に
、
遺
真
は
国
守
の
任
期
満
了
後
、
正
式
の
交
替
を
待
た
ず
に

事
務
引
き
継
ぎ
を
残
し
た
ま
ま
帰
京
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
事

務
引
き
継
ぎ
が
終
了
し
て
い
な
い
う
ち
は
、
公
的
に
官
僚
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
」
の
年
の
重
陽
宴
で
の
作
「
九
日
侍
レ
宴
、

同
賦
二
仙
潭
菊
一
。
各
分
二
一
字
一
、
応
レ
製
　
竃
O
。
」
が
残
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
、
藤
原
為
房
『
撰
集
秘
記
』
（
巻
十
七
・
九
日
節
会
事
）
傍
書
の

「
清
涼
記
」
に
、
「
寛
平
二
年
、
巨
勢
文
雄
・
安
倍
興
行
、
雄
レ
進
二
本
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
ヱ

放
還
一
依
二
新
格
冒
未
－
下
藷
司
一
、
前
讃
岐
介
菅
原
遣
真
、
未
二
放
還
一
間

入
レ
京
。
任
二
人
式
部
省
不
レ
載
二
文
人
簿
一
、
価
有
レ
勅
召
レ
之
」
と
見
え
る

こ
と
か
ら
、
九
月
九
日
の
時
点
で
も
い
ま
だ
「
放
還
」
つ
ま
り
正
式
の
離

任
が
認
め
ら
れ
て
い
ず
、
宇
多
天
皇
の
特
別
の
勅
に
よ
り
公
宴
に
召
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
さ
き
に
挙
げ
た
「
書
レ
懐
奉
一
皇
諸
詩
友
一
ω
ミ
」
の
頸
聯
に
は
、
「
不
レ

観
二
釈
翼
都
堂
礼
一
、
何
賜
一
董
陽
内
宴
盃
一
」
と
あ
り
、
公
宴
に
お
い
て
詩

臣
と
し
て
の
活
動
の
場
が
な
い
一
」
と
を
言
う
。
こ
の
よ
う
に
「
朝
士
」
と

し
て
公
的
に
詩
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
期
の
自
己
を
、
遣
真
は

「
閑
客
」
と
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
に
政

見
・
思
想
を
表
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
「
玄
談
」
と
い
う
手
段
を
と
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
文
の
「
予
秩
を
罷
め
京
に
帰
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

已
に
閑
客
と
為
る
。
玄
談
の
外
、
物
と
し
て
言
に
形
す
一
」
と
な
し
」
は
、

『
毛
詩
』
犬
序
の
「
詩
者
志
之
所
レ
之
也
。
在
レ
心
為
レ
志
、
発
し
言
為
レ
詩
。
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情
動
二
於
中
一
、
而
形
於
言
一
」
に
拠
り
つ
つ
、
「
閑
客
」
た
る
遣
真
と
っ

て
は
「
玄
談
」
を
措
い
て
は
自
己
の
志
を
表
明
す
る
方
途
が
な
か
っ
た
こ

と
を
い
う
の
で
あ
る
。
「
故
に
追
遥
一
篇
の
三
章
を
釈
し
、
且
つ
格
律
五

言
の
八
韻
を
題
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
玄
談
」
と
し
て
の
「
遭
遥
遊
」

詩
三
首
は
こ
の
時
期
の
道
真
の
志
を
言
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
玄
談
詩
で
あ
る
こ
の
三
首
は
遣
真
に
と
っ
て
、
朝
政
か
ら
隔
て
ら
れ
た

渇
望
感
を
癒
す
切
実
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
題
材
を
『
荘
子
』
一
追
遥
遊

篇
）
に
採
っ
た
の
も
、
『
世
説
新
語
』
（
文
学
篇
）
に
「
荘
子
追
遥
遊
篇
、

旧
是
難
処
、
諸
名
賢
所
レ
可
二
鐙
味
一
、
而
不
レ
能
レ
抜
一
理
於
郭
（
象
一
・
向

一
秀
）
之
外
一
」
と
、
そ
れ
が
「
名
賢
」
の
研
究
味
読
す
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
一
」
と
は
第
三
節
で
昆
た
「
尭

譲
章
」
に
お
い
て
自
己
を
「
賢
者
」
に
見
立
て
た
姿
勢
と
相
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、
た
ん
な
る
趣
味
的
な
隠
逸
の
ポ
ー
ズ
な
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
『
荘
子
』
の
解
釈
を
成
玄
英
疏
に
拠
っ
た
こ
と
も
、
志
の
発
露
で

あ
る
こ
の
「
玄
談
」
詩
を
ひ
ろ
く
「
朝
士
」
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
難
解
な
郭
象
注
で
は
な
く
、
『
弘
決
外
典
抄
』

に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
テ
」
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
当
時
流
布
し
て

い
た
成
玄
英
疏
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
菅
家
文
草
』
の
作
品
の
配
列
は
、
お
お
よ
そ
作
晶
の
成
立

時
期
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
追
遥
遊
」
詩
三
首
を
含
む
巻
四
の

終
末
部
に
関
し
て
は
作
為
の
あ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
巻
軸
の
「
遭
遥
遊
」

詩
三
首
の
直
前
の
「
霜
菊
詩
　
ω
竃
」
は
、
題
下
注
に
「
同
日
序
、
井
未
レ

旦
求
レ
衣
賦
在
二
別
巻
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
第
三
節
で
見
た
寛
平
二
年
閏
九

月
十
二
日
の
作
で
あ
る
「
未
レ
旦
求
レ
衣
賦
」
と
同
日
の
作
で
あ
る
。
そ
の

序
の
な
か
に
さ
き
に
見
た
よ
う
に
「
北
關
に
籍
を
通
ず
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
未
だ
放
還
せ
ず
、
一
中
略
一
式
部
省
文
人
簿
に
載
せ
ず
」
と
あ
っ
た

九
月
九
日
よ
り
こ
の
閏
九
月
十
二
日
ま
で
の
間
に
は
、
遣
真
は
正
式
に
後

任
の
国
守
と
の
交
替
を
完
了
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
寛
平
二

年
二
月
に
蔵
人
頭
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
は
散
位
で
は
あ
る
が
、
「
閑
客
」

と
い
う
に
は
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
霜
菊
詩
」
は
配
列
と
は
逆
に

「
迫
遥
遊
」
詩
三
首
の
あ
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
三
首
を
成
立
時
期
に
逆
ら
っ
て
と
く
に
巻
四
の
巻
軸
に
据
え
た
の

は
、
『
菅
家
文
草
』
編
纂
時
の
意
図
的
な
作
為
と
考
え
ら
れ
る
。
昌
奉
二

一
八
九
八
一
年
八
月
十
六
日
に
醍
醐
天
皇
に
『
菅
家
文
草
』
を
献
上
し
た

お
り
の
奏
上
文
「
献
二
家
集
一
状
　
雪
紅
」
（
増
補
本
『
菅
家
後
集
』
）
に
お
い

て
、
「
仁
和
年
中
の
讃
州
客
意
」
の
作
は
「
微
臣
の
道
を
失
う
こ
と
を
叙

ぶ
る
な
り
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
「
讃
州
客
意
」
の
作
で
あ

る
巻
三
・
四
の
揮
尾
に
「
閑
客
」
の
「
玄
談
」
と
し
て
の
「
追
遥
遊
」
詩

を
置
く
こ
と
で
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
の
活
動
の
場
を
失
っ
た
時
期
の
志
の

表
明
の
あ
り
方
を
明
確
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
道
真
は
お
り
に
ふ
れ
て
自
己
の
本
領
が
宮
廷
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
揚
言

し
て
い
る
。
そ
の
力
量
が
も
っ
と
も
発
揮
さ
れ
る
式
部
少
輔
、
文
章
博
士

の
二
官
か
ら
、
外
吏
で
あ
る
讃
岐
国
守
に
任
じ
ら
れ
た
四
年
間
に
は
こ
と

に
そ
の
感
が
強
い
。
そ
の
よ
う
な
本
領
を
発
揮
で
き
な
い
環
境
に
お
い
て
、

か
え
っ
て
「
讃
州
刺
史
本
詩
人
」
一
「
題
二
駅
楼
壁
一
。
。
お
」
『
菅
家
文
草
』

巻
四
）
と
、
白
己
の
詩
人
と
し
て
の
本
性
が
あ
ら
た
め
て
自
覚
さ
れ
る
こ
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と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
作
を
収
め
る
巻
三
・
四
の
揮
尾
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
「
遭
遥
遊
」
詩
三
首
は
、
本
来
の
自
分
の
あ
り
方
で
は

な
い
「
閑
客
」
と
い
う
立
場
を
逆
に
利
用
し
て
、
「
玄
談
」
と
し
て
自
己

の
政
見
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
甲
」
の
方
法
が
巻
五
巻
頭
の
「
閨
九
月
尽
、

灯
下
即
事
、
応
レ
製
　
鎚
①
」
に
見
ら
れ
る
密
宴
詩
に
受
け
継
が
れ
、
寛
平

年
間
の
治
世
へ
の
参
画
の
時
期
の
作
晶
が
生
み
だ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の

　
　
｛
1
3
一

で
あ
る
。
「
遭
遥
遊
」
詩
三
首
が
巻
三
・
四
の
揮
尾
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
に
は
、
こ
の
よ
う
に
「
微
臣
の
遺
を
失
」
っ
た
時
期
の
「
讃
州
客
意
」

の
作
と
、
「
天
子
の
文
を
好
む
に
遇
う
」
こ
と
が
で
き
た
「
寛
平
以
降
の

応
制
雑
詠
」
と
の
架
橋
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

↓三↓注
一
4
）

一
5
一

一
6
一

（
7
一

一
8
一

一
9
一

福
島
正
義
氏
『
日
本
上
代
文
学
と
老
荘
思
想
』
高
文
堂
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

後
藤
昭
雄
氏
『
平
安
朝
漠
文
学
論
考
』
お
う
ふ
う
、
一
九
八
一
年
、
一
四
一
頁
。

金
子
彦
二
郎
氏
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
　
遺
真
の
文
学
研
究
篇
　
第
二

冊
』
襲
林
舎
、
一
九
七
八
年
、
一
四
三
頁
。

小
島
憲
之
氏
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
　
上
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
、
二
五
三

頁
⊥
二
三
三
頁
。

藤
原
克
己
氏
『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
漠
文
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一

年
、
二
一
八
頁
。

陶
建
国
氏
『
両
漠
魏
晋
之
遺
家
恩
想
』
台
湾
、
文
津
出
版
杜
、
一
九
八
六
年
、
六

六
〇
頁
。

戸
川
芳
郎
氏
『
漠
代
の
学
術
と
文
化
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
二
五
四
頁
－

一
一
五
五
頁
。

荒
牧
典
俊
氏
「
魏
督
思
想
と
初
期
中
国
仏
教
思
想
－
序
て
」
「
東
方
学
報
　
京
都
」

四
七
、
一
九
七
四
年
。

砂
山
稔
氏
『
晴
唐
遺
教
思
想
史
研
究
』
平
河
出
版
杜
、
一
九
九
〇
年
、
二
五
七

頁
。

一
1
0
一

！2 11
一
1
3
一

関
正
郎
氏
『
荘
子
の
思
想
と
そ
の
解
釈
－
郭
象
・
成
玄
英
1
』
三
省
堂
、
一
九
九

九
年
、
二
四
三
貫
。

楠
山
春
樹
氏
『
遣
家
思
想
と
遣
教
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
二
五
頁
。

犬
曽
根
章
介
氏
・
金
原
理
氏
・
後
藤
昭
雄
氏
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
二

七
　
本
朝
文
粋
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
三
頁
。

谷
口
孝
介
「
宇
多
天
皇
－
道
真
を
登
用
－
」
「
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
」
六
七
－

四
、
二
〇
〇
二
年
。

［
付
記
］

　
本
稿
は
、
平
成
十
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
礎
研
究

C
「
日
本
古
典
和
歌
に
お
け
る
中
国
文
学
受
容
に
つ
い
て
の
通
時
的
研

究
」
一
研
究
代
表
者
　
芳
賀
紀
雄
教
授
一
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
た
に
ぐ
ち
　
こ
う
す
け

筑
波
犬
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
講
師
）
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